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Anisotropy orDielectric Constantin Con-
iferousWood,Holzforschung,32,167(1978)



































































































































































カ月の ものでは 144mm を記録し, 5カ月で体長
200mm を越えるものも認められた｡結果から,フ
ナクイムシの活動に好適な水温範囲は150-25oCで
あり,水温が 10oC以下になると穿孔活動の低下が
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認められた｡ (木材防腐防虫実験施設)
K.TsUNODA:Ecologicalstudiesorshipworm
attackonwoodintheseawaterlogstorage
site,WoodResearch,No.65,ll(1979).
角田邦夫 :海面貯木場におけるフナクイムシの木材
食害に関する生態学的研究
フナクイムシに関する既往の研究成果をまとめ,
(1)日本沿岸におけるフナクイムシの分布,(2)フ
ナクイムシの定着期,(3)フナクイムシの垂直分
布,(4)フナクイムシの生長率,(5)フナクイムシ
の木材食害度の5点について論及した｡
(木材防腐防虫実験施設)
角田邦夫 ･西本孝一 :海面貯木場におけるフナクイ
ムシの食害と防除 (1)-フナクイムシの種類と分
布一木材工業,34,293(1979).
筆者らの調査で採集きれた9種を含む17種のフナ
クイムシが日本沿岸に分布していると考えられる｡
とくに,ニホンフナクイムシとヤツフナクイムシは
広く日本沿岸全域に分布しており,海面貯木されて
いる輸入原木丸太に対するフナクイムシの食害の過
半は,これら2種によるものであろう｡
(木材防腐防虫実験施設)
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